
 

平成 30年度 7月号 

橋北小すくサポ事務局 

  平年より早い梅雨明けと同時にやってきた猛暑。日中の気温がヒトの体温を超える…ひと昔前までは 

あまり無かった…日が続きます。子供たちにしてみれば待望の夏休み、虫採り網を手にセミを追う姿を当た 

り前のように想像するのが申し訳ないほど暑いこの頃です。 

温暖化が原因なのかどうかはよく判りませんが、私達が子供の頃とは夏の暑さを測るモノサシが確実に 

変わっているような気がします。「夏休みの友」に書かれた定番目標、「クーラー病に注意する」はもう遠い 

遠い昔の話です。 

大人も子供も暑い日は無理をせず冷房を適切に使用し、屋外へ出る際はこまめに水分補給を 

心がけましょう。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年に引き続き、今年も伊藤紀久枝

さんに水泳指導の支援をして頂きまし

た。 

低学年にも非常に判りやすく、そし

て優しくみんなが楽しく泳ぐことがで

きるように、基本から教えて頂きまし

た。 

 

本来は実際に川へ入って水棲生物

調査を行うことになっていました

が、当日の天気を考慮して教室での

学習に変わりました。 

川に入れないということで前日に

サポーターの山本さんに採ってきて

頂いた三滝川に棲む生物（ヤゴ、ボ

ラ、マハゼ、ハグロトンボ、モンキ

マメゲンゴロウなど多数）を観察し

それぞれの特徴などを教えて頂きま

した。 

 

すくすくサポーターのみなさんの活動報告です 

 

水泳の授業をサポート 

4 年生三滝川水生生物の学習 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今、職員室前、保健室前の花壇がサ

ルビアやポーチュラカなど数種類の花

でいっぱいになっています。 

SMAP の歌の通り、小さな花や大きな

花、ひとつとして同じものはなく、全

てにかけがえのない命を宿し一生懸命

にその花を咲かせています。子供たち

はこれらの花を通して特別な ONLY ONE

を自ら学んでいきます。 

 

6 月 18 日 7 時 58 分頃、大阪府北部を震

源として最大震度 6弱を観測する地震が発

生しました。ご存知の通り、倒壊したブロ

ック塀の下敷きとなって 9歳の命が、また

別の場所では子供たちの通学を見守ってき

た 80歳の男性が亡くなりました。決して対

岸の出来事ではありません。家の周りにあ

る「これは…？」と思う箇所を今一度チェ

ックして頂きたく思います。 

ブロック塀、古くなった看板、高いとこ

ろにある植木鉢、アンテナ、屋外設置の物

置や給湯器がしっかり固定されているか…

などなど…万が一にもそれらが子供たちの

未来を奪ってしまわぬように。 

1 学期中も図書ボランティアのみなさん

には、掲示板の飾り付け、図書室の清掃

と大変お世話になりました。 

楽しい夏休み、各地で祭りや花火大会などが催

され、子供たちも普段より遅くまで外にいること

が多くなる時期です。 

まだしばらくは猛暑が続くとの予想もあり、ゲ

リラ豪雨（局所的大雨）も例年多く発生していま

す。昼夜に関わらず町内で子供たちを見かけたら

何かと気にかけて頂けるとありがたいです。 

あなたの周りで出来る安心、安全サポートをぜひお願いします。 

橋北小学校すくすくサポート事務局  

電話 330－0026  

和田教頭先生までご連絡お願いします。 

（セキュリティー上学校内で活動して頂けるサポーターは登録制となります） 

夏休み、子供たちが学校に

来る機会が少なくなる間、

花壇の守り人をして頂ける

方がいれば是非ご協力お願

い申し上げます。 

たくさんの花を植え、育てています 

見守りサポートお願いします 

図書ボラさんありがとうございます 


